
【令和６年度末日における公益充実活動ごとの内容等】

【令和６年度末日における公益充実資金の明細】
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取崩額（合計値）前期末残高 積立限度額今期末残高積立額取崩額のうち資産取得分以外

所要額の算定方法 合計66,000,000円×100％＝66,000,000円を積立てる。

～ 2032 年 3 月 月数　（

特定の事業又は資産取得等の名称 胸部検診車更新資金⑥

当該活動の内容 2031年度に胸部デジタル検診車1台分の更新を行う。

計画期間（目的設定～実施） 西暦 2023 年 3 月 108 月）

所要額の算定方法 合計71,500,000円×100％＝71,500,000円を積立てる。

資産

～ 2027 年 3 月 月数　（

特定の事業又は資産取得等の名称 胃部検診車更新資金②

当該活動の内容 2026年度に胃部デジタル検診車1台分の更新を行う。

計画期間（目的設定～実施） 西暦 2023 年 3 月 48 月）

所要額の算定方法
合計65,000,000円×100％=65,000,000円を積立てる。令和７年度末日における公益充実資金の明細の所要額の欄には、所要額65,000,000円
から取崩額64,130,000円を控除した870,000円を記載している。

資産

～ 2026 年 3 月 月数　（

特定の事業又は資産取得等の名称 胃部検診車更新資金①

当該活動の内容 2025年度に胃部デジタル検診車１台分の更新を行う。

計画期間（目的設定～実施） 西暦 2022 年 3 月 48 月）

所要額の算定方法 土地：1,500㎡(概算)、単価：200,000円より、合計300,000,000円×100%=300,000,000円を取得資金として積立てる。

資産

～ 2031 年 3 月 月数　（

特定の事業又は資産取得等の名称 駐車場用地取得資金

当該活動の内容 2030年度に検診車等駐車用の土地を取得する。

計画期間（目的設定～実施） 西暦 2021 年 3 月 120 月）

資産

～ 2062 年 3 月 月数　（計画期間（目的設定～実施） 西暦 2021 年 3 月

資産

特定の事業又は資産取得等の名称 大規模修繕資金

当該活動の内容 建物の更新を行う。

492 月）

所要額の算定方法
2021年度に建替えた健診・事務所棟の工事契約金である206,000,000円を基準に合計200,000,000円×90%(公益目的保有財産分)＝
180,000,000円を大規模修繕資金として積立てる。


